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は
じ
め
に

　
十
九
世
紀
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
と
い
う
現
象
に
よ
っ
て
、
多
く
の
浮
世
絵

が
海
外
へ
渡
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
中
心
的
な
舞
台
と
な
っ
た

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
浮
世
絵
美
人
画
は
、
鈴
木
春
信（
一
七
二
五
？̶

一
七
七
〇
）や
鳥

居
清
長（
一
七
五
二̶

一
八
一
五
）、
喜
多
川
歌
麿（
？̶
一
八
〇
六
）な
ど
の
作
品
を
中
心

と
し
、
そ
の
人
気
を
誇
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
時
代
を
経
た
昭
和
初
期
頃
、
我
が
国
に
残
っ
て
い
た
浮
世
絵
版
画
の
作
品
数

は
、
総
数
か
ら
し
て
百
分
の
一
く
ら
い
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
錦
絵
は
、
文
化
文
政
期
以
後
の

も
の
が
多
く
残
っ
て
い
た
と
い
う（
註
1
）。
そ
れ
は
周
知
の
と
お
り
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か

け
て
、
質
の
良
い
大
量
の
浮
世
絵
が
海
を
渡
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。

　
ま
た
、
大
正
、
昭
和
時
代
に
神
田
で
浮
世
絵
商
を
営
ん
で
い
た
遠
藤
金
太
郎
氏（
一
八
九

一̶

一
九
六
〇
）の
談
話
に
よ
る
と
、
大
正
一
二
年（
一
九
二
三
）の
関
東
大
震
災
の
二
、
三

年
前
、
同
氏
の
先
輩
が
客
に
値
踏
み
さ
せ
ら
れ
た
の
は
主
に
清
長
の
作
品
で
あ
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
頃
も
清
長
の
錦
絵
の
人
気
は
非
常
に
高
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
遠
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
関
東
大
震
災
で
浮
世
絵
の
多
く
が
焼
け
て
し
ま
い
、
春
信
か
ら
歌
麿

時
代
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
に
つ
れ
、
優
品
の
値
が
高
騰
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
同

氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

　
鳥
居
派
の
元
祖
鳥
居
清
信
な
ど
は
、
六
大
浮
世
絵
師
に
続
い
て
良
い
立
派
な
も
の
で
あ
り

ま
す
。
あ
る
い
は
栄
之
・
豊
春
、
ま
た
は
初
代
豊
国
・
春
英
・
湖
龍
斎
、
切
り
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
と
に
か
く
、
十
大
家
位
が
、
浮
世
絵
師
・
町
絵
師
と
呼
ば
れ
職
人
の
よ
う
に
軽

蔑
さ
れ
た
そ
の
時
代
に
、
他
派
の
画
師
で
は
、
こ
れ
に
匹
敵
す
る
巨
匠
は
何
人
も
居
り
ま

せ
ん
。
そ
う
い
う
名
人
が
錦
絵
を
描
い
て
居
り
ま
す
か
ら
、
世
界
的
に
な
っ
て
尊
い
。
下

手
な
絵
師
ば
か
り
で
は
、
い
く
ら
浮
世
絵
が
風
俗
人
情
を
描
い
た
か
ら
と
言
っ
て
、
内
外

に
そ
う
賞
賛
を
受
け
な
い（
註
2
）。

こ
の
よ
う
に
遠
藤
氏
は
、
野
口
米
次
郎（
一
八
七
五̶

一
九
四
七
）の
い
う
六
大
浮
世
絵
師

の
他
に
も
、
優
れ
た
絵
師
が
い
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
同
氏
は
、
談
話
当
時
、
外

国
人
は
日
本
に
来
れ
ば
土
産
に
錦
絵
を
買
い
、
美
人
画
に
お
い
て
は
、
歌
麿
の
人
気
が
高
い

も
の
の
値
が
張
る
の
で
、
彼
ら
は
菊
川
英
山（
一
七
八
七̶

一
八
六
七
）の
作
品
を
代
わ
り

に
買
い
求
め
る
と
述
べ
て
い
る
。
遠
藤
氏
の
談
話
か
ら
以
下
に
引
用
し
た
い
。

　
外（
国
）人
さ
ん
は
、
半
身
よ
り
全
身
の
方
を
好
み
ま
す
が
、
大
首
の
半
身
は
高
い
物 

で
す（
註
3
）。

　
第
一
に
歌
麿
が
好
き
で
す
が
、
高
い
か
ら
、
英
山
に
な
れ
ば
七
、
八
円
で
買
え
る
し
、
十

五
円
位
で
良
い
の
が
あ
り
ま
す
か
ら
買
わ
れ
る
。
英
山
は
ち
ょ
っ
と
歌
麿
に
似
て
居
り
ま

一
八
八
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
代
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
浮
世
絵
美
人
画
の
需
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
̶

栄
之
と
歌
麿
を
中
心
に

̶

染
谷
　
美
穂
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す
…
…（
中
略
）…
…
美
人
画
の
名
手
で
、
品
の
あ
る
絵
で
、
そ
れ
に
錦
絵
の
色
が
良
い
の

で
す
。
文
化
文
政
期
ま
で
は
色
が
良
い
の
で
す
。
天
保
期
に
な
っ
て
、
国
貞
改
め
豊
国
の

頃
か
ら
西
洋
絵
具
が
交
じ
り
、
色
目
が
変
わ
っ
て
来
る
。
英
山
ま
で
は
、
歌
麿
み
た
い
な

絵
具
を
使
っ
て
い
る
。
英
山
の
美
人
は
背
が
高
く
て
、
外（
国
）人
が
好
む（
註
4
）。

　
談
話
に
よ
る
と
、
昭
和
初
期
当
時
、
外
国
人（
主
に
欧
米
人
）は
、
背
の
高
い
美
人
像
、

な
か
で
も
全
身
像
を
好
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
英
山
が
人
気
で
あ
っ
た
理
由
も
、「
錦
絵

の
色
」
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
点
は
興
味
深
く
、
西
洋
の
画
家
た
ち
が
浮
世
絵
を
受
容
し

た
作
品
を
見
る
と
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
時
代
に
お
い
て
も
、
全
身
美
人
像
や
錦
絵
の
色
が
評

価
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
る（
註
5
）。

　
本
稿
で
は
、
一
八
八
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
鳥
文
斎
栄
之

（
一
七
五
六̶

一
八
二
九
）、
喜
多
川
歌
麿
の
浮
世
絵
美
人
画
を
中
心
に
、
ど
の
よ
う
な
作

品
、
あ
る
い
は
美
人
像
が
好
ま
れ
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
具
体
的
に
は
、
第
一
章
に
お
い
て
、
一
八
八
五
年
か
ら
一
八
九
〇
年
に
か
け
て
パ
リ
で
開

催
さ
れ
た
「
白
と
黒
」
国
際
展
に
お
け
る
浮
世
絵
作
品
の
同
定
を
試
み
る
。
第
二
章
で
は
、

『
歌
麿
』
を
執
筆
し
た
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル（
一
八
二
二̶
一
八
九
六
）の
日
記
や

著
作
の
ほ
か
、
新
聞
記
事
の
記
述
を
読
み
解
き
、
栄
之
と
歌
麿
の
評
価
に
つ
い
て
確
認
す

る
。
そ
し
て
第
三
章
で
は
、「
日
本
の
版
画
」
展
に
出
品
さ
れ
た
栄
之
の
作
品
の
特
定
を
主

に
お
こ
な
い
た
い
。
ま
た
当
時
開
催
さ
れ
た
「
栄
之
・
長
喜
・
北
斎
」
展
に
つ
い
て
も
触
れ

る
こ
と
と
す
る
。

一
　「
白
と
黒（Blanc et N

oir

）」国
際
展
で
の
浮
世
絵
作
品
に
つ
い
て

　「
白
と
黒
」
国
際
展
は
、
一
八
八
五
年
か
ら
一
八
九
〇
年
に
か
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ

に
お
い
て
計
四
回
開
催
さ
れ
た
。
第
一
回
展（
一
八
八
五
年
）の
カ
タ
ロ
グ
に
記
さ
れ
た
展

覧
会
の
趣
旨
を
確
認
し
た
の
ち
に
、「
日
本
美

術
」
が
紹
介
さ
れ
た
第
三
回
展（
一
八
八
八

年
）の
カ
タ
ロ
グ（
図
1̶

3
）（
註
6
）
に
載
る

浮
世
絵
作
品
の
同
定
を
試
み
た
い
。

　
第
一
、
二
、
四
回
目
の
カ
タ
ロ
グ
で
は
、

日
本
美
術
の
展
示
は
確
認
で
き
な
い
が
、
第

一
回
目
の
カ
タ
ロ
グ
に
お
い
て
こ
の
展
覧
会

の
趣
旨
を
確
認
す
る
と
、
デ
ッ
サ
ン
が
無
視

さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
当
時
、
改
め
て
そ
の
重

要
性
を
説
く
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る（
註

7
）。
展
覧
会
の
主
催
者
で
あ
っ
た
ベ
ル
ナ
ー

ル
氏（
生
没
年
不
詳
）は
、
カ
タ
ロ
グ
の
前
文

に
お
い
て
、
デ
ッ
サ
ン
の
人
気
の
低
迷
を
嘆

き
、「
デ
ッ
サ
ン
は
、
芸
術
家
の
魂
に
深
く
入

り
込
み
、
そ
の
秘
密
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ

る
…
…（
中
略
）…
…
芸
術
家
の
最
初
の
ア
イ

デ
ア
、
内
な
る
思
考
を
与
え
て
く
れ
る（
邦
訳

は
筆
者
に
よ
る
）」
と
主
張
し
て
い
る（
註
8
）。

ち
な
み
に
第
一
回
目
に
は
日
本
美
術
の
セ
ク

シ
ョ
ン
は
な
い
が
、
カ
タ
ロ
グ
の
表
紙
に
は
、

dessin

（
デ
ッ
サ
ン
）と
記
さ
れ
た
隣
に
漢
字
ら
し
き
モ
チ
ー
フ
が
み
え
て
い
る
の
が
確
認
で

き
る
。

　
続
い
て
第
三
回
の
展
覧
会
の
内
容
を
み
て
い
き
た
い
。
カ
タ
ロ
グ
に
あ
る
セ
ク
シ
ョ
ン
の

う
ち
、
第
七
番
目
が
「
日
本
美
術
」
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
日
本
美
術
」
は
浮
世

絵
の
み
で
あ
る
。
展
覧
会
の
主
催
者
は
、
カ
タ
ロ
グ
の
前
文
に
お
い
て
、「
隣
の
大
き
な
サ

図
1̶

3 

第
3
回
「
白
と
黒
」
国
際
展
カ
タ
ロ
グ
に 

　  

載
る
浮
世
絵
作
品
リ
ス
ト（
左
か
ら
右
）
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ロ
ン
の
水
彩
画
や
パ
ス
テ
ル
画
の
部
屋（
ま
さ
し
く
砂
漠
）に
誰
が
訪
れ
よ
う
と
お
も
う
の

か
、
出
品
者
本
人
以
外
は
誰
も
そ
う
お
も
わ
な
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
う
え
で
、「
残
り
は

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
プ
テ
ィ（PET

IT, G
eorge

）（
註
9
）の
所
や
そ
の
他
で
の
部
分
的
な
展
覧
会̶

つ
ま
り
出
品
者
の
よ
う
な
選
ば
れ
た
者
し
か
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
閉
鎖
的
な
も
の

（expositions ferm
ées

）だ
」
と
し
、
誰
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
の
よ
う
な
展
覧
会（「
白
と

黒
」
展
）は
必
要
で
あ
る
、
と
強
調
し
て
い
る（
註
10
）。
こ
の
頃
印
象
派
の
画
家
た
ち
は
、
そ

れ
ま
で
の
理
論
や
技
術
を
省
み
て
い
た
時
期
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
展
覧
会
の
主
催
者
は
、

デ
ッ
サ
ン
を
重
要
視
す
る
ア
カ
デ
ミ
ー
の
立
場
か
ら
浮
世
絵
を
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
カ
タ
ロ
グ
に
は
、
北
斎
の
図
だ
け
が
二
図
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
版
画
」
の
欄
に
記
さ

れ
て
い
る
の
は
、
春
信
、
歌
川
広
重（
一
七
九
七̶
一
八
五
八
）、
魚
屋
北
渓（
一
七
八
〇̶

一
八
五
〇
）、
鳥
居
清
倍（
生
没
年
不
詳
）、
鳥
居
清
満（
一
七
三
五̶

八
五
）、
清
長
、
奥
村

政
信（
一
六
八
六̶

一
七
六
四
）、
歌
麿
、
窪
俊
満（
一
七
五
七̶

一
八
二
〇
）、
勝
川
春
潮

（
生
没
年
不
詳
）、
勝
川
春
英（
一
七
六
二̶

一
八
一
九
）の
作
品
で
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
ジ

ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
ビ
ン
グ（
一
八
三
八̶

一
九
〇
五
）の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
出
品
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る（
註
11
）。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る（
絵
師
名
は
マ
マ
。
邦
訳
は
筆
者
に
よ
る
）。

作
者
不
明 

「
傘
を
さ
す
若
い
女
性
」

作
者
不
明 

「
魚
　
海
老
と
虫
」

春
信（
鈴
木
） 

「
玉
川
沿
い
の
若
い
女
性
た
ち
」、「
約
束（
デ
ー
ト
）」、「
洗
面
所
で
若

い
娘
に
ち
ょ
っ
か
い
を
出
す
若
い
男
」、「
雨
の
中
の
若
い
娘
た
ち
」、

「
夢
想
」、「
少
女
へ
の
花
束
に
す
る
た
め
に
菊
を
摘
む
少
年
」

広
重（
一
立
斎
） 

「
雪
の
景
　
東
海
道
五
十
三
次
よ
り
」、「
ゴ
ル
フ
　
東
海
道
五
十
三
次

よ
り
」

北
渓（
魚
屋
） 

「
八
世
紀
の
歌
人
　（
藤
原
）隆
房
像
」、「
中
国
の
哲
学
者
老
子
風
の
詩

人
」、「
寓
話
の
人
物
」

北
斎 

「
冨
嶽
三
十
六
景
　
島
の
先
端
に
建
つ
小
屋
」、「
冨
嶽
三
十
六
景
　
渡

し
守
」、「
折
り
重
な
る
よ
う
に
停
泊
す
る
船
」、「
波
」、「
富
士
　
夕

陽
」、「
稲
刈
り
」、「
川
渡
り
」、「
洗
濯
」、「『
一
筆
画
譜
』
の
ス
ケ
ッ

チ
」

清
倍（
鳥
居
） 

「
井
戸
端
に
立
つ
役
者
」

清
満 

「
歌
舞
伎
の
演
目
」、「
井
戸
の
な
か
で
火
の
玉
を
見
て
恐
怖
に
怯
え
る

悲
劇
の
役
者
」、「
芸
者
」

清
長（
鳥
居
） 

「
隅
田
川
沿
い
の
春
」、「
堤
の
散
歩
」

政
信（
奥
村
） 

「
吉
原
の
景
」

歌
麿（
喜
多
川
） 

「
寒
山
拾
得
」、「
出
会
い
」、「
仏
頂
面
」

俊
満（
窪
） 

「
玉
川
の
洗
濯
」

春
潮（
勝
川
） 

「
舞
台
上
の
役
者
」「
旅
す
る
上
品
な
女
性
」

春
英（
勝
川
） 

「
役
者
絵
」「
役
者
絵
」

歌
麿 

 

「
髪
結
」

長
喜 

 

「
小
鬼
と
の
室
内
の
場
面
」

栄
之 

 

「
隅
田
川
沿
い
の
散
歩
」、「
庭
の
女
性
た
ち
」、「
屋
敷
の
中
」

栄
昌 

 

「
美
術
品
を
も
つ
女
性
」、「
橋
を
渡
る
女
性
た
ち
」

国
芳（
歌
川
） 

版
下
絵

北
尾（
蕙
斎
） 

「
筆
で
描
く
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
デ
ッ
サ
ン
」

豊
国（
歌
川
） 

「
宮
廷
で
行
わ
れ
る
歌
舞
伎
の
準
備
、
左
は
舞
台
裏
、
右
は
観
客
席
」

　
こ
の
う
ち
、
美
人
画
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
絵
師
、
春
信
、
清
長
、
歌
麿
、
栄
之
に
注
目
し

て
い
く
。
ま
ず
、
春
信
の
作
品
を
見
て
い
き
た
い
。
残
念
な
が
ら
ビ
ン
グ
の
旧
蔵
品
か
は
正

確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
筆
者
が
題
名
か
ら
推
測
し
た
も
の
を
提
示
し
た
い
。
な
お
掲
載
作
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品
に
つ
い
て
は
、
異
版
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

　
一
番
目
の「
玉
川
沿
い
の
若
い
娘
た
ち
」は
、
そ
の
内
容
か
ら
す
る
と《
六
玉
川
　
萩
の
玉

川
》（
明
和
四
年
頃
　
中
判
錦
絵
　
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）（
図
4
）で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
本
図
は
、
背
景
の
グ
レ
ー
の
色
合
い
が
印
象
的
な
作
品
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
の
「
約
束（
デ
ー
ト
）」
の
図
は
、
断
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
お
そ
ら
く
男
女
二
人

の
図
で
あ
る
こ
と
と
、「
白
と
黒
」と
い
う
展
覧
会
名
か
ら
す
る
と《
雪
中
相
合
傘
》（
明
和
四

年
頃
　
中
判
錦
絵
　
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）（
図
5
）で
あ
る
と
推
察
で
き
る
。「
洗

面
所
で
若
い
娘
に
ち
ょ
っ
か
い
を
出
す
若
い
男
」
に
つ
い
て
は
管
見
の
範
囲
で
は
思
い
当
た

る
作
品
が
な
い
た
め
、
今
後
も
探
し
て
い
き
た
い
。

　
続
い
て
、「
雨
の
日
の
若
い
娘
た
ち
」
は
、
そ
の
モ
チ
ー
フ
の
内
容
か
ら
す
る
と
、《
風
流

や
つ
し
七
小
町
　
雨
乞
》（
宝
暦
末
期
　
細
判
紅
摺
絵
　
大
英
博
物
館
蔵
）で
あ
る
と
お
も
わ

れ
る
。
図
に
は
、
雨
の
日
に
、
傘
を
さ
し
た
若
い
女
性
た
ち
が
ふ
た
り
描
か
れ
て
い
る
。
な

お
シ
カ
ゴ
美
術
館
に
は
、
こ
の
図
柄
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
中
判
の
作
品
も
存
在
し
て
い
る

が
、
当
該
作
品
は
無
款
で
あ
る
。《
風
流
や
つ
し
七
小
町
　
雨
乞
》
で
署
名
の
あ
る
も
の
で

は
、
川
崎
・
砂
子
の
里
資
料
館
ま
た
は
ベ
ル
ギ
ー
王
立
美
術
歴
史
博
物
館
の
所
蔵
作
品
が
あ

る
。
ち
な
み
に
曽
田
め
ぐ
み
氏
も
一
八
九

〇
年
の「
日
本
の
版
画
」展
の
リ
ス
ト
に
お

い
て
、
本
図
を
挙
げ
て
い
る（
註
12
）。

　
つ
ぎ
の「
夢
想
」に
つ
い
て
は
、
そ
の
題

か
ら
す
る
と
夢
を
見
て
い
る
図
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、《
見
立
邯
鄲
の
夢（
仮

称
）》（
昭
和
四
年
頃
　
中
判
錦
絵
　
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）（
図
6
）が
該
当

す
る
の
で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
。
本

図
は
夢
の
内
容
が
シ
ル
エ
ッ
ト
で
あ
ら
わ

さ
れ
て
お
り
、
室
内
に
置
か
れ
る
調
度
品
や
着
物
、
帯
な
ど
に
黒
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
が

そ
の
特
徴
で
あ
る
。

　
最
後
の「
少
女
へ
の
花
束
に
す
る
た
め
に
菊
を
摘
む
少
年
」は
、《
寄
菊
》（
明
和
六̶

七
年
　

中
判
錦
絵
　
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
背
景
の
黒
色
が
美
し
い
作
品
と
な

っ
て
い
る
。
春
信
は
こ
の
よ
う
に
背
景
を
黒
一
色
に
し
た
作
品
を
何
点
も
残
し
て
い
る
。

　
以
上
に
よ
り
、
春
信
に
つ
い
て
は
、
立
ち
姿
や
、
紙
の
地
色
で
あ
る
白
、
黒
、
グ
レ
ー
な

ど
を
、
着
物
や
背
景
、
夢
の
情
景
な
ど
に
効
果
的
に
用
い
た
作
例
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

　
続
い
て
、
清
長
に
つ
い
て
は
、
意
外
に
も
少
な
く
二
点
の
み
で
あ
る
が
、
カ
タ
ロ
グ
に
書

か
れ
た「
隅
田
川
沿
い
の
春
」と
は
、《
隅
田
川
桜
の
景
》（
個
人
蔵
）で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

周
知
の
と
お
り
、
本
図
は
も
と
も
と
五
枚
続
の
作
品
で
あ
る
が
、
一
枚
で
あ
っ
た
の
か
、
五

枚
続
そ
の
ま
ま
展
示
さ
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
リ
ス
ト
に
は
、「
一
七
七
五
年
」

と
い
う
年
代
も
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
安
永
期
頃
の
作
品
に
そ
の
よ
う
な
も
の
が
み
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
制
作
年
は
正
確
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
二
点
目
の「
堤
の
散
歩
」は
、《
大
川
端
夕
涼
》（
天
明
四
年
頃
　
二
枚
続
の
う
ち
左
　
シ
カ

図
4 

鈴
木
春
信《
六
玉
川
　
萩
の
玉
川
》中
判
錦
絵

 

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵 

 
 T

he H
ow

ard M
ansfield C

ollection, Purchase, 
R

ogers Fund, 1936, JP2443.

図
5 

鈴
木
春
信《
雪
中
相
合
傘
》中
判
錦
絵
　

 

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵 

 
 T

he H
ow

ard M
ansfield C

ollection, Purchase, 
R

ogers Fund, 1936, JP2453.

図
6 

鈴
木
春
信《
見
立
邯
鄲
の
夢（
仮
称
）》中
判
錦
絵

 

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵 

 
 H

. O
. H

avem
eyer C

ollection, Bequest of M
rs.  

H
. O

. H
avem

eyer, 1929, JP1651.
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ゴ
美
術
館
蔵
）（
図
7
）で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
。
本
図
は
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
美
術
工
芸
博

物
館
に
も
異
版
が
存
在
し
て
お
り
、
当
該
作
品
は
、
空
と
地
面
な
ど
が
鼠
色
に
摺
ら
れ
て
い

る（
図
8
）。
先
ほ
ど
挙
げ
た
春
信
の
作
品
に
多
用
さ
れ
て
い
る
鼠
色
の
表
現
が
さ
ら
に
濃

く
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
よ
っ
て
、
清
長
に
つ
い
て
は
、
立
姿
の
群
像
が
評
価
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
着
物
に
黒
が

用
い
ら
れ
た
作
例
が
み
ら
れ
る
。

　
つ
ぎ
に
歌
麿
を
み
て
い
き
た
い
。
ま
ず
《
寒
山
拾
得
図
》（
制
作
年
不
詳
　
大
判
錦
絵
　
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
二
代
歌
麿（
生
没
年
不
詳
）の
作
品
で
は

な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
。
本
図
に
は
、
錦
絵
の
ほ
か
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
応
用
美
術
館

（
M
A
K
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）に
墨
摺
の
版
が
あ
る
こ
と
を
筆
者
は
確
認
し
て
お
り
、「
白
と

黒
」
と
い
う
展
覧
会
名
か
ら
す
る
と
、
お
そ
ら
く
墨
摺
の
版
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
筆

者
は
考
え
る
。

　
続
い
て
、「
出
会
い
」
と
い
う
作
品
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
見
極
め
が
難
し
い
が
、
男
女

が
出
会
う
と
こ
ろ
が
描
か
れ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、《
雪
の
桟
橋
》（
寛
政
十
二
年
　
長
判
錦

絵
　
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）（
図
9
）の
可
能
性
が
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。

　
つ
ぎ
に
、「
仏
頂
面
」
と
い
う
作
品
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
こ
れ
だ
け
の
情
報
で
は
判
断

が
難
し
い
も
の
の
、
お
そ
ら
く
《
北
国
五
色
墨
　
川
岸
》（
寛
政
六̶

七
年
頃
　
大
判
錦
絵
　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）で
は
な
い
か
と
筆
者
は
推
察
す
る
。
な
お
本
図
は
フ
ラ
ン
ス
の
ギ
メ

美
術
館
に
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
最
後
の
「
髪
結
」
は
《
婦
人
手
業
拾
二
工
　
髪
結
》（
寛
政
十̶

十
一
年
頃
　
大
判
錦
絵
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
立
図
書
館
蔵
）（
図
10
）で
あ
ろ
う
。
本
図
も
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
作
品
で
は

な
い
が
、
着
物
や
背
景
の
色
に
紫
や
グ
レ
ー
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
髪
の
黒
い
色
が
引

き
立
つ
色
彩
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
考
察
に
よ
る
と
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
は

歌
麿
作
品
の
髪
や
着
物
、
下
駄
の
黒
な
ど
を
美
し
い
と
捉
え
た
の
で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

図
10 

喜
多
川
歌
麿《
婦
人
手
業
拾
二
工
　
髪
結
》 

大
判
錦
絵
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
立
図
書
館
蔵

図
8 

鳥
居
清
長
《
大
川
端
夕
涼
》
大
判
錦
絵
二
枚
続

の
う
ち
左

 

ハ
ン
ブ
ル
ク
美
術
工
芸
博
物
館
蔵
　IE1900.29.

図
7 

鳥
居
清
長
《
大
川
端
夕
涼
》
大
判
錦
絵
二
枚
続

の
う
ち
左
　
シ
カ
ゴ
美
術
館
蔵

 
 C

larence Buckingham
 C

ollection, 1925.2657.

図
9 

喜
多
川
歌
麿《
雪
の
桟
橋
》長
判
錦
絵
　
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵

 
 H

. O
. H

avem
eyer C

ollection, Bequest of M
rs. H

. O
. H

avem
eyer, 1929, JP1666.

図
11 

《
風
流
七
小
町
　
関
寺
》大
判
紅
嫌
い
絵

 

シ
カ
ゴ
美
術
館
蔵

 
 Frederick W

. G
ookin C

ollection
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つ
ぎ
に
、
栄
之
を
み
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、「
隅
田
川
沿
い
の
散
歩
」
に
つ
い
て
は
、
隅

田
川
を
描
い
た
作
品
は
多
く
あ
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
が
、
以
下
の
二
点
に
絞
ら
れ
る
と
筆

者
は
考
え
る
。
そ
の
二
点
と
は
、《
獅
子
舞
》（
天
明
六̶

七
年
頃
　
大
判
錦
絵
三
枚
続
う
ち

二
枚
か
　
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）、
も
し
く
は
《
風
流
七
小
町
　
関
寺
》（
天
明
八
年
頃
　
大

判
紅
嫌
い
絵
　
シ
カ
ゴ
美
術
館
蔵
）（
図
11
）で
あ
る
。
た
だ「
散
歩
」と
あ
る
だ
け
で
あ
る
の

で
、
お
そ
ら
く
後
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
本
図
は
落
ち
着
い
た
色
調
の
紅
嫌
い
の
作

品
で
、
栄
之
の
得
意
と
し
た
品
の
あ
る
作
風
と

な
っ
て
い
る
。

　
続
い
て
、「
庭
の
女
性
た
ち
」
に
つ
い
て
も
一

点
に
絞
る
の
は
困
難
で
は
あ
る
が
、
女
性
だ
け

が
描
か
れ
て
い
る
の
は
《
藤
棚
下
に
牡
丹
を
見
る

美
人
》（
寛
政
七̶

八
年
頃
　
大
判
錦
絵
三
枚
続
　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）の
三
枚
続
、
も
し
く
は
、

《
風
流
七
小
町
　
そ
と
は
》（
天
明
八
年
頃
　
大
判

紅
嫌
い
絵
　
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）で
あ
る
。
い

ず
れ
も
落
ち
着
い
た
色
調
で
は
あ
る
が
、
前
者

は
黄
つ
ぶ
し
、
後
者
は
紅
嫌
い
で
描
か
れ
て
い

る
。

　
最
後
に
、「
屋
敷
の
中
」
に
つ
い
て
も
、
や
は

り
一
点
に
絞
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン

ス
語
のpalais

と
い
う
言
葉
か
ら
す
る
と
、「
宮

中
」
と
捉
え
て
も
良
い
と
お
も
わ
れ
る
の
で
、

《
和
歌
三
神
》（
寛
政
四
年
頃
　
大
判
紅
嫌
い
絵
三

枚
続
　
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）ま
た
は
《
風
流
や

つ
し
源
氏
　
朝
顔
》（
天
明
末
期
頃
　
大
判
紅
嫌

図
12 

鳥
文
斎
栄
之
《
風
流
や
つ
し
源
氏
　
朝

顔
》大
判
紅
嫌
い
絵
　

 

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵 

 
 Fletcher Fund, 1929

い
絵
三
枚
続
　
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）（
図
12
）で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
ど
ち
ら
も

紅
嫌
い
の
色
調
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
お
り
、
雅
や
か
な
女
性
群
像
の
描
か
れ
た
優
美
な
作
品
で

あ
る
。

　
以
上
、
栄
之
に
つ
い
て
は
、
三
人
以
上
が
描
か
れ
る
一
枚
絵
、
あ
る
い
は
ワ
イ
ド
画
面
の

群
像
美
人
画
が
多
く
展
示
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
。
ま
た
、
栄
之
の
場
合
紅

嫌
い
の
作
品
が
多
く
好
ま
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
海
外
に
摺
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
多
く

保
存
さ
れ
る「
風
流
七
小
町
」
や
、「
風
流
や
つ
し
源
氏
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
が
特
に
好
ま
れ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
な
お
俊
満
の
作
品
も
美
人
図
で
あ
る
の
で
追
記
す
る
。「
玉
川
の
洗
濯
」
と
い
う
作
品
は
、

《
六
玉
川
》（
天
明
後
期
　
大
判
紅
嫌
い
絵
六
枚
続
　
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）の
右
か
ら
三
番

目
の
図
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
図
は
黒
を
基
調
と
し
た
作
品
で
群
像
の
美
人
図
が
見
ら

れ
る
。
清
長
、
栄
之
と
も
似
た
作
品
の
趣
向
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　「
白
と
黒
」
の
展
覧
会
に
つ
い
て
の
考
察
は
以
上
で
あ
る
が
、
第
四
回
に
は
日
本
美
術
が

登
場
し
な
く
な
る
の
も
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

二
　
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
歌
麿
と
栄
之
の
評
価

　
こ
こ
で
は
、
文
筆
家
で
歌
麿
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
日
記

や
著
書
、
当
時
フ
ラ
ン
ス
で
お
こ
な
わ
れ
た
展
覧
会
の
カ
タ
ロ
グ
の
記
述
を
確
認
し
た
い
。

　
ま
ず
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
日
記
を
み
て
い
き
た
い
。
初
め
て
「
歌
麿
」
と
い
う
名
前
が
出
て
き

た
日
の
記
述
が
み
ら
れ
る
の
は
、
以
下
の
部
分
で
あ
る
。

　
一
八
八
八
年
五
月
七
日
　
日
本
人
の
林
の
家
で
、
歌
麿
の
見
事
な
画
集
『
潮
干
の
つ
と
』

と
、
鳥
文
斎
栄
之
の
『
三
十
六
歌
仙
』（
マ
マ
）と
い
う
ま
こ
と
に
素
晴
ら
し
い
本
を
一
冊

買
っ
た（
註
13
）。
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こ
れ
ら
両
作
品
に
共
通
し
て
い
る
の
は
雲
母
摺
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
栄
之

の
作
品
で
は
王
朝
風
の
女
性
像
が
描
か
れ
て
お
り
、
趣
向
は
少
し
違
う
も
の
で
は
あ
る
も
の

の
、
美
人
像
が
描
か
れ
て
い
る
点
も
共
通
し
て
い
る
。

　
続
い
て
、
同
年
五
月
十
三
日
の
日
記
に
は
、
歌
麿
へ
の
讃
美
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に

引
用
し
た
い
。

　
わ
た
し
の
気
に
入
り
の
芸
術
家
で
あ
る
歌
麿
が
、
そ
の
す
ら
り
と
し
た
長
身
の
女
た
ち
に

た
だ
よ
わ
せ
て
い
る
官
能
的
な
な
ま
め
か
し
さ
、「
青
楼
十
二
時
」
と
い
う
版
画
の
一
枚

で
、
ま
る
で
蜘
蛛
の
青
い
巣
で
織
っ
た
か
の
よ
う
な
蒼
白
い
着
物
か
ら
、
女
の
刺
激
的
な

ほ
ど
ほ
っ
そ
り
と
し
た
小
さ
な
肩
が
む
き
出
て
い
る
の
に
う
っ
と
り
し
た
私
が
、
こ
の
芸

術
家
に
は
女
体
に
対
す
る
熱
愛
を
感
じ
る
と
い
う
と
、
林
は
、
歌
麿
は
過
労
で
死
ん
だ
の

だ
と
教
え
て
く
れ
た
…
…（
以
下
略
）（
註
14
）。

　
こ
の
記
述
に
よ
り
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
歌
麿
の
美
人
像
の
「
す
ら
り
と
し
た
長
身
の
女
た

ち
に
た
だ
よ
わ
せ
て
い
る
官
能
的
な
な
ま
め
か
し
さ
」
を
評
価
し
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か

る
。

　
こ
こ
で
、
栄
之
に
つ
い
て
も
み
て
い
き
た
い
。
一
八
八
八
年
の
『
芸
術
の
日
本
』
七
号
に

寄
稿
し
た
、
美
術
評
論
家
の
テ
オ
ド
ー
ル
・
デ
ュ
レ（
一
八
三
八̶

一
九
二
七
）に
よ
る
「
日

本
の
版
画
」と
い
う
文
章
か
ら
引
用
し
た
い
。

　
十
八
世
紀
末
、
一
七
七
〇
年
か
ら
一
八
〇
〇
年
頃
に
か
け
て
、
日
本
の
色
摺
版
画
は
、
春

信
、
清
長
、
栄
之
、
初
代
豊
国
、
そ
し
て
最
後
に
歌
麿
と
い
っ
た
一
連
の
偉
大
な
素
描
家

た
ち
を
輩
出
し
て
、
そ
の
絶
頂
期
を
迎
え
る
事
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
偉
大
な
素

描
家
た
ち
は
、
そ
の
線
の
豊
か
さ
、
そ
の
輪
郭
の
清
潔
さ
、
そ
の
構
図
の
調
和
や
趣
味
に

よ
っ
て
、
ほ
れ
ぼ
れ
と
す
る
よ
う
な
作
品
を
残
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
芸
術
家
た
ち

は
、
い
ず
れ
も
独
創
的
で
あ
り
、
彼
ら
の
固
有
の
資
質
を
も
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
彼

ら
の
う
ち
で
誰
か
一
人
を
筆
頭
に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
私
は
、
清
長
を
選
ぶ

で
あ
ろ
う
。
そ
の
ゆ
る
ぎ
な
い
、
の
び
の
び
と
し
た
、
し
か
も
何
の
こ
わ
ば
り
も
な
い
素

描
は
、
じ
か
に
生
命
に
迫
る
も
の
が
あ
る
…
…（
以
下
略
）（
註
15
）

と
デ
ュ
レ
は
述
べ
て
い
る
。
美
人
画
絵
師
の
な
か
で
も
特
に
清
長
を
賞
賛
す
る
デ
ュ
レ
は
、

栄
之
の
存
在
も
無
視
せ
ず
言
及
し
て
お
り
、
春
信
か
ら
歌
麿
ま
で
の
浮
世
絵
美
人
画
の
一
連

の
流
れ
を
把
握
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ぎ
に
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
執
筆
し
た

『
歌
麿
』に
出
て
く
る
文
章
を
み
て
い
き
た
い
。

　
歌
麿
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
歌
川
豊
国
の
ほ
か
に
、
彼
と
同
時
代
の
画
家
の
中
で
、
構
図
上

で
同
じ
よ
う
に
優
雅
な
主
題
を
扱
っ
た
、
も
う
一
人
の
巨
匠
が
い
る
…
…（
中
略
）…
…
言

わ
ず
と
知
れ
た
鳥
文
斎
栄
之
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
描
く
女
は
よ
り
天
真
爛
漫
な
様
子

で
、
よ
り
神
秘
的
で
、
さ
ら
に
言
う
な
れ
ば
よ
り
宗
教
的
で
あ
り
、
西
洋
中
世
の
細
密
画

に
あ
る
女
性
像
の
よ
う
な
女
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
彼
女
は
歌
麿
の
女
た
ち
の
よ
う

に
、
動
作
や
姿
態
に
東
洋
的
な
無
頓
着
さ
を
見
せ
、
長
く
細
い
体
つ
き
、
小
さ
く
華
奢
な

首
、
痩
せ
た
二
の
腕
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
人
の
画
家
に
は
さ
ら
に
大
き
な
類
似
点
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
二
人
だ
け
が
、
錦
絵
の
彩
色
に
お
い
て
…
…（
中
略
）…
…
黄
色
が

か
っ
た
背
景
に
青
、
緑
、
紫
を
用
い
、
こ
の
三
色
の
中
に
着
物
や
帯
の
黒
を
効
か
せ
る
と

い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
色
彩
感
覚
を
見
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
柔
ら
か
で
地
味
な
色
合

い
の
魅
力
、
半
ば
喪
に
服
し
た
よ
う
な
色
彩
の
魅
力
が
あ
る（
註
16
）。

と
綴
っ
て
い
る
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
い
う
ユ
ニ
ー
ク
の
色
彩
感
覚
と
は
、
先
に
挙
げ
た
、
歌
麿

に
よ
る
《
北
国
五
色
墨
　
川
岸
》（
寛
政
六̶

七
年
　
大
判
錦
絵
　
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）の

よ
う
な
黄
つ
ぶ
し
を
用
い
た
作
品
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。
ま
た
、「
柔
ら
か
で
地
味
な
色
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合
い
の
魅
力
、
半
ば
喪
に
服
し
た
よ
う
な
色
彩
」
と
は
紅
嫌
い
の
色
合
い
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
ま
た
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、「
こ
の
き
わ
め
て
個
性
的
な
画
才
を
も
っ
た
画
家（
歌
麿
）は
、
画

歴
の
初
期
に
お
い
て
鳥
居
清
長
の
影
響
を
非
常
に
強
く
受
け
た
し
、
末
期
に
は
時
に
は
細
田

﹇
鳥
文
斎
﹈栄
之
に
と
て
も
似
か
よ
っ
た
作
風
に
近
づ
い
た（
註
17
）」と
も
述
べ
て
お
り
、
非
常

に
興
味
深
い
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
い
う
歌
麿
の
末
期
が
ど
の
時
期
を
示
し
て
い
る
か
は
不
明
で

あ
る
が
、
小
林
忠
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
「
青
楼
十
二
時
」
シ
リ
ー
ズ
で
は
栄
之
風
を
取
り

入
れ
て
い
る
様
子
も
確
認
で
き
る（
註
18
）。

　
以
上
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
に
よ
る
歌
麿
と
栄
之
の
評
価
に
つ
い
て
の
記
述
を
辿
っ
た
結
果
、
ゴ

ン
ク
ー
ル
は
、
歌
麿
だ
け
で
な
く
栄
之
も
美
人
画
家
と
し
て
称
賛
し
て
お
り
、
彼
は
雲
母
摺

や
紅
嫌
い
の
色
彩
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
歌

麿
晩
年
の
画
風
が
時
折
栄
之
に
近
づ
く
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
一
八
九
四
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
「
ア
ル
テ
ィ
ス
ト
」
誌
で
、
歌
麿
が
ど
の
よ

う
に
語
ら
れ
て
い
た
か
を
紹
介
し
た
い
。
こ
の
記
事
は
、「
ル
ー
ヴ
ル
の
日
本
展
示
室
」
と

題
さ
れ
た
記
事
で
、
内
容
は
北
斎
と
歌
麿
に
つ
い
て
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
北
斎
に
つ
い

て
は
、
こ
の
展
覧
会
で
は
網
羅
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
、
北
斎
の

事
物
へ
の
観
察
眼
や
北
斎
の
絵
に
「
笑
い
」
の
要
素
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
称
賛
が
与
え
ら

れ
て
い
る
。
歌
麿
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
歌
麿
は
、
優
雅
さ
と
し
な
や
か
さ
を
兼
ね
備
え
た
、
柔
ら
か
く
優
し
い
絵
を
描
い
た
。
お

そ
ら
く
日
本
人
の
中
で
、
最
も
画
家
ら
し
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
家
が
す
ぐ
に
馴
染
み
、

常
に
最
も
よ
く
理
解
し
て
い
る
の
は
彼
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
が
一
番
上
手
い
わ
け
で
は
な

い
。
彼
が
知
的
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
が
、
な
ん
と
言
っ
た
ら
良
い
だ
ろ
う
か
…

…
日
本
人
の
中
で
最
も
ギ
リ
シ
ャ
的
で
あ
る
の
だ（
邦
訳
は
筆
者
に
よ
る
）（
註
19
）。

　
歌
麿
は
こ
の
よ
う
に
、「
優
雅
さ
と
し
な
や
か
さ
を
兼
ね
備
え
た
」
絵
を
描
き
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
画
家
た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
く
、
人
気
を
得
た
と
い
う
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

そ
し
て
歌
麿
の
絵
師
と
し
て
の
上
手
さ
と
い
う
よ
り
も
、
彼
の
絵
の
親
し
み
や
す
さ
が
人
々

に
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
残
念
な

が
ら
、
栄
之
に
つ
い
て
は
ま
だ
新
聞
記
事
を
発
見
で
き
て
い
な
い
が
、
今
後
も
探
し
て
い
き

た
い
。

三
　「
日
本
の
版
画
」展
と「
栄
之
・
長
喜
・
北
斎
」展

　「
日
本
の
版
画
」
展
は
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
展
に
も
そ
の
ポ
ス
タ
ー
が
出
品
さ
れ
て
お
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
画
家
た
ち
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
展
覧
会
で
あ
っ
た
こ
と
は
も
は
や
い
う

ま
で
も
な
い
。
こ
の
展
覧
会
の
出
品
作
品
の
大
半
は
、
曽
田
氏
に
よ
っ
て
特
定
が
試
み
ら
れ

て
い
る
が（
註
20
）、
こ
こ
で
は
、
栄
之
作
品
の
同
定
を
お
こ
な
い
、
ど
の
よ
う
な
作
品
が
好

ま
れ
た
の
か
を
検
討
し
た
い
。
本
展
に
出
品
さ
れ
た
栄
之
の
作
品
は
十
九
点
に
の
ぼ
り
、
絵

師
名
はH

O
SO

I YEISH
I 

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
先
述
し
た
と
お
り
、
ゴ
ン
ク
ー

ル
の
日
記
で
入
手
し
た
と
語
ら
れ
て
い
た『
錦
摺
女
三
十
六
歌
仙
絵
尽
』の
作
品
に「
細
井
鳥

文
斎
筆
」
と
署
名
さ
れ
て
お
り
、
本
作
が
先
に
知
ら
れ
て
い
た
た
め
で
は
な
い
か
と
筆
者
は

推
測
す
る
。

　
曽
田
氏
に
よ
っ
て
リ
ス
ト
化
さ
れ
た
作
品
に
は
、「
青
楼
美
撰
合
」、「
青
楼
芸
者
撰
」
や

紅
嫌
い
の
作
品
「
風
流
七
小
町
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
が
あ
り
、
の
ち
に
栄
之
の
代
表
作
と
し
て

語
ら
れ
て
い
く
も
の
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
す
で
に
特
定
が
試
み
ら
れ
た
も
の
を
確
認
し
つ

つ
、
今
回
そ
の
ほ
か
の
作
品
も
特
定
を
試
み
た
い
。

　
ま
ず
、「
散
歩
す
る
女
性
　
銀
色
の
背
景
」
で
あ
る
が
、
本
図
に
つ
い
て
は
曽
田
氏
も
指

摘
す
る
よ
う
に（
註
21
）、
栄
之
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
で
あ
る
《
青
楼
美
撰
合
　
道
中
之
図
　
扇

屋
花
扇
》（
寛
政
六̶

八
年
頃
　
大
判
錦
絵
　
シ
カ
ゴ
美
術
館
蔵
）（
図
13
）で
あ
る
と
お
も
わ
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れ
る
。

　
二
番
目
の
「
た
ら
い
に
漆
器
を
浮
か
べ
て
子
ど
も
を
遊
ば
せ
て
い
る
若
い
女
性
」
に
つ
い

て
は
、
管
見
の
範
囲
で
は
該
当
す
る
も
の
が
な
い
た
め
、
今
後
も
探
し
て
い
き
た
い
。

　
三
番
目
の
「
足
元
に
置
か
れ
た
黒
い
箱
か
ら
装
身
具
を
取
り
出
し
た
ば
か
り
の
女
性
」
と

あ
る
が
、
お
守
り
と
も
訳
す
こ
と
の
で
き
る
こ
の“
装
身
具（am

ulette

）”は「
匂
い
袋
」の
こ

と
と
考
え
ら
れ
る（
註
22
）。

　
つ
ぎ
に
、「
目
の
前
に
立
つ
芸
者
の
た
め
に
小
鼓
の
紐
を
結
ぶ
若
い
男
」
は
、《
青
楼
芸
者

撰
　
お
は
ね
　
お
ふ
く
》（
寛
政
六̶
七
年
　
大
判
錦
絵
　
シ
カ
ゴ
美
術
館
蔵
）（
図
14
）で
あ

り
、
そ
の
つ
ぎ
の
「
芸
者
」
と
は
、
同
じ
く

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の《
青
楼
芸
者
撰
　
い
つ
と

み
》（
寛
政
六̶

七
年
　
大
判
錦
絵
　
東
京

国
立
博
物
館
蔵
）（
図
15
）で
は
な
い
か
と

お
も
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
芸
者
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
だ
け
で
は
特
定
は
難
し
い
が
、

こ
の
図
も
、
栄
之
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
に

数
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
芸
者
」
一
人

の
図
は
他
に
ほ
と
ん
ど
な
く
、《
青
楼
芸
者
撰
　
お
は
ね
　
お
ふ
く
》
と
同
じ
シ
リ
ー
ズ
で

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
推
察
す
る
。

　
続
い
て
、「
洗
濯
」
と
「
川
を
渡
る
の
に
雨
の
中
舟
を
待
つ
若
い
女
性
た
ち
」
は
、
す
で
に

特
定
さ
れ
て
い
る
通
り
、「
風
流
七
小
町
」シ
リ
ー
ズ
の
二
枚
と
お
も
わ
れ
る（《
雨
乞
》ボ
ス

ト
ン
美
術
館
蔵
、《
あ
ら
ひ
》
シ
カ
ゴ
美
術
館
蔵
、
と
も
に
天
明
八
年
頃
、
大
判
紅
嫌
い

絵
）。

　
ま
た
、「
煙
管
を
も
つ
若
い
女
性
」
と
「
簪
を
な
お
す
若
い
女
性
　
手
に
は
透
け
た
団
扇
」

も
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
そ
れ
ぞ
れ
栄
之
の
数
少
な
い
大
首
絵
の
う
ち
の
一
図
で
良

い
と
お
も
わ
れ
る（《
扇
屋
橋
立
　
見
立
橋
桜
》
寛
政
後
期
　
大
判
錦
絵
　
ボ
ス
ト
ン
美
術
館

蔵
、《
畧
六
花
撰
　
遍
照
》寛
政
後
期
　
大
判
錦
絵
　
シ
カ
ゴ
美
術
館
蔵
）。

　
つ
ぎ
に
、「
若
い
女
性
た
ち
　
一
人
は
煙
管
を
も
ち
、
も
う
一
人
は
半
分
閉
じ
た
扇
を
も

つ
」
図
は
、
手
前
の
女
性
が
煙
管
を
も
ち
、
後
ろ
の
女
性
が
少
し
閉
じ
た
扇
を
も
つ
こ
と
か

ら
、《（
源
氏
香
）　
行
幸
》（
寛
政
五̶

六
年
　
大
判
錦
絵
　
平
木
浮
世
絵
財
団
蔵
）で
あ
る
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
ま
で
い
ず
れ
も
黄
つ
ぶ
し
の
作
品
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
つ
い
で
、「
王
侯
貴
族
の
子
女
が
菊
の
花
の
中
を
歩
い
て
い
る
。
右
側
に
し
ゃ
が
ん
だ
少

女
が
、
摘
ん
だ
ば
か
り
の
葉
っ
ぱ
に
詩
を
書
い
て
い
る
」
図
で
あ
る
が
、
こ
れ
は（《
菊
慈

図
13 

《
青
楼
美
撰
合
　
道
中
之
図
　
扇
屋
花
扇
》 

大
判
錦
絵
　
シ
カ
ゴ
美
術
館
蔵 

 
 C

larence Buckingham
 C

ollection

図
14 

鳥
文
斎
栄
之
《
青
楼
芸
者
撰
　
お
は
ね
　
お

ふ
く
》大
判
錦
絵
　
シ
カ
ゴ
美
術
館
蔵

 
 C

larence Buckingham
 C

ollection

図
15 

鳥
文
斎
栄
之
《
青
楼
芸
者
撰
　
い
つ
と
み
》 

大
判
錦
絵
　
東
京
国
立
博
物
館
蔵 

 
 Im

age: T
N

M
 Im

age Archives

図
16 

鳥
文
斎
栄
之《（
菊
慈
童
）》大
判
錦
絵
　

 

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
美
術
館
蔵 

 
 T

he M
ary Andrew

s Ladd C
ollection

図
17 

鳥
文
斎
栄
之《
六
歌
仙
　
遍
照
》大
判
紅
嫌
い
絵
　

シ
カ
ゴ
美
術
館
蔵

 
 C

larence Buckingham
 C

ollection
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童
》）（
天
明
後
期
　
大
判
錦
絵
　
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
美
術
館
蔵
）（
図
16
）を
指
し
て
い
る
と
お

も
わ
れ
る
。
も
と
も
と
三
枚
続
の
う
ち
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
所
蔵
の
二
枚
は
す
で
に
知
ら

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
右
端
の
子
ど
も
が
葉
っ
ぱ
に
詩
を
書
い
て
い
る
と
い
う
記
述
か

ら
、
本
図
の
み
、
あ
る
い
は
左
図
と
の
二
枚
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
続
く「
室
内
に
い
る
三
人
の
若
い
女
性
た
ち
」は
、
お
そ
ら
く《
六
歌
仙
　
遍
照
》（
天
明
後

期
　
大
判
紅
嫌
い
絵
　
シ
カ
ゴ
美
術
館
蔵
）（
図
17
）で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。
本
図
は
紅
嫌

い
で
摺
ら
れ
て
お
り
、
比
較
的
早
い
時
期
の
作
品
で
あ
る
。
全
体
の
墨
線
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
典
雅
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。

　
つ
ぎ
は
「
江
戸
の
川
の
乗
船
」
と
い
う
図
で
あ
る
。
舟
に
乗
る
図
は
多
く
あ
る
の
で
断
定

は
難
し
い
の
だ
が
、《
屋
形
船
に
美
人
》（
天
明
後
期
　
中
判
墨
摺
絵
　
ボ
ス
ト
ン
美
術
館

蔵
）で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。

　
つ
ぎ
に「
夜
の
散
歩
」を
検
討
し
た
い
。
こ
れ
は
空
を
黒
く
摺
り
あ
げ
た《
蛍
狩
り
》（
寛
政

八̶

九
年
頃
　
大
判
錦
絵
三
枚
続
　
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）の
三
枚
続
の
図
で
は
な
い
か
と

お
も
わ
れ
る
。
栄
之
の
作
品
で
夜
の
景
色
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
た
め
、
本
図
は
珍
し
い

作
品
で
あ
る
。

　
続
い
て
、「
海
の
見
え
る
テ
ラ
ス
に
い
る
若
い
女
性
た
ち
と
子
ど
も
」
の
図
。
こ
れ
は《
高

輪
海
岸
美
人
散
歩
》（
寛
政
後
期
頃
　
大
判
錦
絵
三
枚
続
う
ち
二
枚
　
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）

の
図
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
が
、「
テ
ラ
ス
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
右
側
だ
け
で
あ
っ

た
可
能
性
も
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
ち
な
み
に
本
図
は
、
一
九
一
〇
年
の
売
立
目
録（
註
23
）

に
画
像
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
三
枚
続
す
べ
て
の
版
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
つ
ぎ
に
、「
桜
花
の
散
歩
」
の
図
を
み
て
み
た
い
。
栄
之
が
桜
を
描
い
た
作
品
は
い
く
つ

か
存
在
し
て
い
る
が
、「
散
歩
」と
い
う
記
述
か
ら《
金
龍
山
の
滝
桜
》（
寛
政
四
年
　
大
判
錦

絵
三
枚
続
　
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。
王
朝
風
の
風
俗
で
飛

鳥
山
の
花
見
を
描
い
た
図
も
存
在
す
る
が
、
そ
う
し
た
記
述
が
な
い
こ
と
か
ら
、《
金
龍
山

の
滝
桜
》で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
お
も
わ
れ
る
。

　
つ
い
で
、「
海
辺
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
　
砂
浜
に
乗
り
上
げ
た
舟
の
中
で
食
事
を
す
る
　
人
々
は

貝
を
拾
う
か
魚
を
と
っ
て
い
る
」と
い
う
図
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、《
潮
干
狩
り
》（
寛
政
元
年

頃
　
大
判
錦
絵
三
枚
続
　
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）で
あ
る
こ
と
が
す
で
に
曽
田
氏
に
よ
り
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
内
容
か
ら
す
る
と
、
三
枚
続
そ
の
ま
ま
展
示
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
展
覧
会
の
内
容
は
最
後
と
な
る
が
、「
若
い
女
性
の
前
に
し
ゃ
が
ん
で
太
鼓
を
叩
く
男
」、

図
18 

鳥
文
斎
栄
之
《
風
流
七
小
町
　
か
よ
ゐ
》
大
判
紅
嫌

い
絵
　
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵 

 
 T

he H
ow

ard M
ansfield C

ollection, Purchase, 
R

ogers Fund, 1936

図
19 

「
栄
之
・
長
喜
・
北
斎
」
展（
一
九
一
三
年
、
パ
リ
）

カ
タ
ロ
グ
表
紙

図
20 

「
栄
之
・
長
喜
・
北
斎
」
展
に
載
る
栄

之
の
作
品（
鳥
文
斎
栄
之
《
青
楼
四
季

戯
　
五
明
楼
花
扇
　
同
春
日
野
　
振

新
粂
川
》
大
判
錦
絵
　
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
美
術
館
蔵 

 
 T

he M
ary Andrew

s Ladd C
ollection

）
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「
田
ん
ぼ
の
側
の
散
歩
　
冬
」
も
、
す
で
に
特
定
が
試
み
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
《
風
流
五

節
句
　（
上
巳
）》（
寛
政
中
期
頃
　
大
判
錦
絵
　
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）と
《
風
流
七
小
町
　

か
よ
ゐ
》（
天
明
八
年
頃
　
大
判
紅
嫌
い
絵
　
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）（
図
18
）で
あ
る

と
曽
田
氏
に
よ
り
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
、「
日
本
の
版
画
」
展
に
出
品
さ
れ
た
栄
之
の
全
作
品
に
つ
い
て
、
曽
田
氏
の
特
定

を
補
足
す
る
形
で
紹
介
し
た
。
な
お
歌
麿
も
、
大
首
絵
ば
か
り
で
な
く
、《
婦
人
相
学
十
躰
　

浮
気
之
相
》な
ど
の
雲
母
摺
の
ほ
ど
こ
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
、
群
像
や「
青
楼
十
二
時
」な
ど

の
す
ら
り
と
し
た
全
身
像
の
作
品
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
、「
栄
之
・
長
喜
・
北
斎
」
展（
註
24
）を
紹
介
し
た
い
。
一
九
一
三
年
に
開
催
さ
れ

た
「
栄
之
・
長
喜
・
北
斎
」
展
の
カ
タ
ロ
グ（
図
19
、
20
）の
前
文
で
は
、
栄
之
が
歌
麿
よ
り

十
歳
若
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
清
長
と
歌
麿
の
模
倣
を
し
て
い
た
が
、
突
然
「
青
楼

美
撰
合
」
の
よ
う
な
、
銀
色
の
背
景
に
す
っ
と
立
つ
芸
者
の
傑
作
が
現
れ
る
と
記
さ
れ
て
い

る
。
実
際
は
栄
之
の
方
が
数
年
年
上
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
両
者
は
ほ
ぼ
同
年
代

の
絵
師
で
、
こ
れ
は
正
当
な
評
価
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
の
ち
に
日

本
で
も
栄
之
の
代
表
作
と
し
て
語
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
栄
之
の
作
品
の
な
か
で
も
「
青

楼
美
撰
合
」の
評
価
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

終
わ
り
に

　
以
上
の
資
料
や
考
察
か
ら
、
一
八
八
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
代
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
隆

盛
期
、
浮
世
絵
美
人
画
で
は
、
全
体
的
に
、
黒
が
効
果
的
に
用
い
ら
れ
た
も
の
や
、
紅
嫌

い
、
黄
つ
ぶ
し
な
ど
の
作
品
が
好
ま
れ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
ま
た
雲
母
摺
の
あ
る
作
品
も
特

に
評
価
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
大
首
絵
も
需
要
が
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
が
、

中
で
も
長
身
美
人
、
群
像
が
高
い
人
気
を
得
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
栄
之
や
歌
麿
に
つ
い
て
は
、
他
の
浮
世
絵
師
と
同
様
に
、
の
ち
に
日
本
で
代
表
作
と
さ
れ
る

作
品
が
ま
ず
海
外
で
評
価
さ
れ
、
そ
の
評
価
が
逆
輸
入
さ
れ
た
と
い
え
る
。
そ
の
な
か
で
、
栄

之
の
評
価
に
つ
い
て
は
間
違
っ
た
認
識
も
生
ま
れ
、
栄
之
が
後
世
に
正
当
な
評
価
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
要
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
作
品
の
多
く
が

海
外
に
渡
っ
て
し
ま
い
研
究
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
も
影
響
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
に
加
え
て
意
外
な
事
実
も
判
明
し
た
が
、
印
象
派
の
画
家
た
ち
に
よ
っ
て
好
ま
れ
た

浮
世
絵
は
、
実
際
に
は
ア
カ
デ
ミ
ー
派
の
人
々
か
ら
も
高
く
称
賛
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、

「
白
と
黒
」
国
際
展
の
カ
タ
ロ
グ
か
ら
も
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
浮
世
絵
と
い
う
芸
術

が
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
流
行
期
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
い
か
に
多
く
の
人
々
の
評
価
を
得
て

い
た
か
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
そ
め
や
　
み
ほ
・
千
葉
市
美
術
館
契
約
学
芸
員
）

（
註
1
） 

遠
藤
金
太
郎
氏
が
銀
座
渡
邊
商
店
の
渡
邊
氏
に
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
。
遠
藤
金
太
郎
談
「
錦
絵
の

歴
史
と
値
段
な
ど
」反
町
茂
雄
編『
紙
魚
の
昔
が
た
り
明
治
大
正
編
』八
木
書
店
　
一
九
九
〇
年
刊
　

五
八
五
頁
。

（
註
2
） 

前
掲（
註
1
）、
五
九
三
頁
。

（
註
3
） 

前
掲（
註
1
）、
五
九
四
頁
。

（
註
4
） 

前
掲（
註
1
）、
五
九
六
頁
。

（
註
5
） 

『
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
展
　

19
世
紀
西
洋
美
術
へ
の
日
本
の
影
響
』
国
立
西
洋
美
術
館
ほ
か
　
一
九
八
八

年
。『
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム̶

世
界
を
魅
了
し
た
浮
世
絵
』千
葉
市
美
術
館
　
二
〇
二
二
年
。

（
註
6
） BO

U
R

N
AN

D
, François, C

atalogue illustré de l’Exposition internationale de blanc et noir, Paris, E. 
Bernard &

 C
ie, Im

prim
eurs-Éditeurs, 1888. 

（
註
7
） BO

U
R

N
AN

D
, François, C

atalogue illustré de l’Exposition internationale de blanc et noir, Paris, E. 
Bernard &

 C
ie, Im

prim
eurs-Éditeurs, 1885. 

原
文
は
以
下
の
通
り
。“D

e nos jours, on ignore trop 
souvent de rôle de dessin; on y attache trop peu d ’im

portance. ”

（
註
8
） 
原
文
は
以
下
の
通
り
。“Le dessin nous donne l’idee prem

ière de l’artiste, sa pensée intim
e […

] Le 
dessin nous fait pénétrer plus intim

em
ent dans l’âm

e de l’artiste, dont il nous dévoile les plus 
profonds secrets…

”

（
註
9
） 

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
プ
テ
ィ（
一
八
五
六̶

一
九
二
〇
）は
、
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
商
で
、
印
象
派
の
画
家

た
ち
の
活
動
に
貢
献
し
た
人
物
で
あ
る
。
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（
註
10
） 

原
文
は
以
下
の
と
お
り
。“Q

ui donc au grand salons d’à côté, songe à visiter les salles ( vrai  
désert )–

 réservées à la Section d’aquarelles et de pastels? Personne, sinon les exposants eux-
m

êm
es. R

estent alors les expositions partielles chez G
eorges Petit ou ailleurs –

 expositions ferm
ées 

où ne peuvent entrer, com
m

e exposants, qu’un petit nom
bre d’élus. Le nécessité d’une Exposition 

com
m

e celle-ci s’im
posait…

”

（
註
11
） 
リ
ス
ト
の
冒
頭
に
そ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

（
註
12
） Soda, M

egum
i,  “Exposition de la gravure japonaise, 1890: T

he C
om

plete List of Identified W
orks 

w
ith full Illustrations and N

otes ”, in  Journal of Japonism
e, vol.2, Leiden, Brill, 2017.

（
註
13
） 

斎
藤
一
郎
編
訳
『
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
日
記
』（
下
）岩
波
文
庫
　
岩
波
書
店
　
二
〇
一
〇
年
　
三
二
六
-

七
頁
。
仏
語
文
献
を
参
照
し
た
が
、
五
月
七
日
と
八
日
が
抜
け
て
い
た
た
め
訳
本
を
参
照
し
た
。

（
註
14
） 

前
掲（
註
13
）、
三
二
九
頁
。
筆
者
が
訳
文
に
少
し
手
を
加
え
た
。

（
註
15
） 

S
・
ビ
ン
グ
編
・
大
島
清
次
訳『
芸
術
の
日
本
』美
術
公
論
社
　
一
九
八
一
年
。

（
註
16
） 

エ
ド
モ
ン
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
著
・
隠
岐
由
紀
子
訳『
歌
麿
』東
洋
文
庫
　
平
凡
社
　
一
〇
九
頁
。

（
註
17
） 

前
掲（
註
16
）、
一
二
四
頁
。

（
註
18
） 

小
林
忠
「
殿
様
浮
世
絵
師
・
鳥
文
斎
栄
之
」『
名
品
揃
物
浮
世
絵 

歌
麿
Ⅱ
』
ぎ
ょ
う
せ
い
　
一
九
九
二

年
。

（
註
19
） JO

U
RN

AL D
ES ART

IST
ES, 1

 1 Fevrier, Paris, Bureaux de Journal, 1894.

（
註
20
） 

前
掲（
註
12
）。

（
註
21
） 

前
掲（
註
12
）。 

（
註
22
） 

原
文
で
は“Jeune fem

m
e qui vient de tirer une am

ulette d ’une boîte noire, posée à ses poids ”

と
あ

る
が
、poids 

は pieds

（
足
）の
誤
植
で
あ
る
と
筆
者
は
判
断
し
た
。

（
註
23
） 

パ
リ
の
オ
テ
ル
・
ド
ゥ
ル
オ
ー
で
開
催
さ
れ
た
展
示
即
売
会
の
カ
タ
ロ
グ
に
載
る
。

 
Estam

pes Japanaises; C
ollection K

. T., Paris, 1910. 

出
版
社
は
不
明
。

（
註
24
） M

M
. V

IG
N

IER
 et JEAN

 LEBEL, YEISH
I C

H
O

KI H
O

KU
SAÏ : estam

pes japonaises, Paris, D
es 

ateliers photo-m
ecaniques D

. -A. Longuet, 1913.

附
記
：
本
稿
は
、
当
館
で
お
こ
な
わ
れ
た
第
一
二
一
回
国
際
浮
世
絵
学
会
研
究
会
に
お
け
る
研
究
発

表
の
内
容
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
す
。
執
筆
に
あ
た
り
、
ご
協
力
賜
り
ま
し
た
東
京
国
立
博
物
館

の
曽
田
め
ぐ
み
氏
に
深
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
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The Demand for Ukiyo-e Prints of Beauties in France from the 1880s to 
1910s: Focusing on Eishi and Utamaro

Someya Miho

 I would like to investigate what kinds of artworks and images of beauties, mainly from among Ukiyo-e prints 
of beauties by Chobunsai Eishi (1756-1829) and Kitagawa Utamaro ( ? -1806), were preferred in France from the 
1880s to 1910s.
 Specifically, Chapter 1 attempts to identify the Ukiyo-e artworks in the “White and Black (Blanc et Noir)” 
International Exhibition held in Paris from 1885 into 1890. Chapter 2 analyses diaries and works by the author of 
Utamaro, Edmond de Goncourt (1822-1896), as well as statements from newspaper articles, to clarify the high 
regard for Utamaro and Eishi. Chapter 3, then, chiefly seeks to identify the artworks by Eishi exhibited in the 
“Japanese Prints” exhibition. It also touches on the “Eishi, Choki, Hokusai” exhibition held at that time.
 Examination of this material suggests that at the height of Japonism from the 1880s to 1910s, it was, overall, 
those Ukiyo-e prints of beauties which used black effectively, omitted vermillion, yellow background, etc., that were 
highly valued. Works with mica powder (kirazuri), too, appear to have been well received. I would also like to 
indicate here that, although there were quite a few o-kubi-e (head prints), with a seeming demand for them, full-
length beauties and groups also appear to have drawn popularity. 

(Translated by Barbara Cross)
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